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Ⅰ　問　題










































































































































































































































































日から 4月 11 日までの東京電力発表を分析する。分
析対象は、プレスリリース時に配布された資料であり、
HPにアップされた 121 回分である。ただし、HPへ
のアクセスは 2011 年 3 月から 5 月にかけて行った。





























































東京電力が 2011 年 3 月 12 日から 4 月 11 日までに
行ったプレスリリースの配付資料。事故関連のプレス
リリースは 11 日から始まっているが、政府官邸の発









ダーは、社会人 2名、大学生 2名の計 4名。コーダー








































































100 84 29 7 1
1.76 0.83




73 85 49 12
219 2.00 0.88





48 71 64 34 3
2.42 1.04





0 6 58 75 81
1.95 0.86




72 91 50 7 1
1.98 0.85




40 74 82 23 1
2.41 0.92





1 5 29 85 101
1.73 0.81




3 16 65 73 62
2.20 0.98




1 13 32 85 89
1.87 0.90






10 38 67 70 34
2.63 1.08




2 36 73 70 39
2.51 1.00





5 19 44 73 80
2.08 1.05





51 98 51 19 1
2.08 0.90





63 93 49 14 1
2.19 0.90




57 95 54 13 1
2.12 0.88





82 85 38 11 4
1.95 0.95





84 77 43 11 4
1.97 0.97





2 23 75 80 39
2.40 0.93
0.9 10.5 32.2 36.5 17.8



























包み隠さず .632 .039 .096
不都合なこと .682 .036 .141
危険の可能性 .421 .201 .116
正確でない .479 .048 .163
正確な情報 .586 .099 .107
科学的根拠 .435 .329 .004
隠している .868 -.030 .056
あやしい .760 .133 -.072
疑いたくなる .919 -.025 -.009
言いなり -.023 .600 .141
軽んじる .082 .828 -.052
真剣に見えない .476 .346 -.001
解りやすく説明 -.059 .061 .781
平明 .145 .093 .669
かみくだいた .189 -.045 .720
都合のよい質問 .225 .472 .109
α係数 0.924 0.767 0.843
a 最尤法プロマックス回転後のパターン行列
表 3　東京電力発表に対する事実性・配慮性評価





事実性 20.40 7.06 218 10.00 44.00 10 － 50 2.13 0.78
配慮性
尊重 7.54 2.49 218 3.00 14.00 3 － 15 2.51 0.83























7 31 65 67 53
2.43 1.09






5 11 25 95 87
1.89 0.94





9 34 47 69 63
2.36 1.16






5 9 49 77 81
2.00 0.98








4 11 27 73 106
4.20 0.96






15 24 53 72 58
3.60 1.18






25 73 38 72 14
3.10 1.16





8 21 42 92 60
3.78 1.06






3 9 0 107 104
1.60 0.63




41 86 75 16 4
2.35 0.92





66 91 39 23 2
2.11 0.98





0 10 43 106 63
2.00 0.81















分割すると、得点 4から 8の下位群が 50.5％（n=111）、
得点 9 から 20 の上位群が 47.4％（n=105）となり、
ほぼ同割合での分割が可能となった。「科学的理解動
機」では、得点 4 から 14 を下位群とすると 42.0％





得点 4 から 7 を下位群（40.0％ , n=87）、得点 9 から




































かえって不安 .756 .084 .076
やはり危険 .778 .017 -.006
いらつく .648 -.094 .007
はっきりしてほしい .636 -.011 -.057
研究者の話 -.040 .602 .014
情報を得る -.061 .464 -.007
聞く気がしない .284 .565 -.054
じっくり聞く -.110 .809 .034
とらえきれない .081 -.122 .544
中立的 -.044 .112 .650
事態把握 -.019 .064 .556
制作者意図 .014 -.101 .628
α係数 0.792 0.681 0.664
a　最尤法プロマックス回転後のパターン行列
表 6　リスク理解要因　合成変数得点の平均
リスク理解要因変数 平均 S.D. n 観測最小値 観測最大値 範囲
あいまい説明受容度 8.66 3.29 220 4.00 20.00 4 － 20
科学的理解動機 14.68 3.14 219 4.00 20.00 4 － 20
マスメディア信用度 8.06 2.39 221 4.00 15.00 4 － 20
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の冷却材漏洩はないと考えております “（3 月 12 日午













分割群 得点範囲 a n（％）b 平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.D.
あいまい説明
受容度
下位群 4－ 8 111（50.5） 16.78 5.72 6.42 2.31 5.59 2.12
上位群 9－ 20 105（47.7） 24.22 6.38 8.71 2.12 7.24 2.26
F 81.52 57.47 30.73
p 0.00 0.00 0.00
科学的理解動機
下位群 4－ 14 92（42.0） 21.61 6.41 7.68 2.25 6.45 2.11
上位群 16 － 20 92（42.0） 19.03 7.44 7.38 2.75 6.35 2.50
F 6.33 0.67 0.08
p 0.01 0.41 0.77
マスメディア
信用度
下位群 4－ 7 87（40.0） 17.40 7.02 6.89 2.68 5.70 2.45
上位群 9－ 15 87（40.0） 22.92 6.25 7.94 2.10 7.08 2.05
F 29.95 8.39 16.24
p 0.00 0.00 0.00
a 受け手要因の各合成変数のとる範囲は 4－ 20（表 6参照）
b かっこ内のパーセンテージは欠損値のあるケースを除いた全体に対する割合（表 6参照）
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